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心を開いたあいさつ 

校長 大 澤 禎 一 

すっきりしない天気や蒸し暑い日が続いていますが、子どもたちは明るく元気に学校生
活を送っています。城山っ子の様子をホームページで伝えていますが、６月には学校公開
を計画しています。子どもたちの授業の様子を直接ご覧いただければと思います。 

 さて、朝、登校してくる子どもたちから「おはようございます」のあいさつが聞こえて
くるととてもさわやかな気持ちになれます。しかし、なかなか自分からあいさつができな
い子、「おはよう」と声をかけてもあいさつが返ってこない子もいます。あいさつはとて
も大切であることは、小さいころから教えられているのに、なぜできなくなるのでしょう
か。「あいさつをしよう」と呼びかけただけでは、一時的にはできるようになるかもしれ
ませんが、しだいにできなくなるように思います。また、あいさつが形式のようになって
いて、「おはよう」と声をかけられたから「おはよう」と返しているだけの子も見られま
す。「あいさつは大切だと思う心」を育てなければ本当の意味でのあいさつは続かないの
ではないかと思っています。そのためには、あいさつをする相手に対して心を開くことが
大切です。あいさつはコミュニケーションのきっかけにもなります。「ありがとう」や「ご
めんなさい」、「素直に気持ちを伝えること」も人間関係づくりには大事なスキルです。

幼いころから身につける習慣が大きく影響するとこ
ろもあると思います。私たち大人も心を開いたあい
さつができれば、子どもたちもそれを肌で感じ取っ
ていくのではないでしょうか。あいさつの大切さを
伝えるとともに、ご家庭でもあいさつを交わす姿を
子どもたちに見せてもらえればと思います。ひとり
ひとりが心を開いて、相手に対して心から「おはよ
うございます」とあいさつをすることで、お互いに
気持ちの良い一日がスタートできるはずです。 

城山っ子のさわやかなあいさつを楽しみにしてい
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月２４日 第３号 

城山
しろやま

っ子
こ

のみなさんへ 

朝
あさ

、みなさんが登校
とうこう

してくるとき、校門
こうもん

で「おはよう

ございます！」と、さわやかな声
こえ

であいさつしてくれる

城山っ子がいます。とてもさわやかな気持
き も

ちになります。 

自分
じぶん

からあいさつするのは、ちょっとはずかしくて、

勇気
ゆうき

がいることかもしれません。それでも勇気を出
だ

して

自分から、相手
あいて

の目
め

を見
み

てあいさつをしてみましょう。 

「あいさつは 相手の目を見て 自分から。 

明るく笑顔
えがお

で さわやかに！」 

明日
あした

も「おはようございます！」 

気持ちのよいあいさつを楽
たの

しみにしています。 

 おはよう 
ございます！ 


